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動
態
分
析
の
’手
殺
と
し
て
の
均
衡
理
論
の
形
態
は
、
數
多
く
の
.も
の
が
あ
1
が
、

の
用
具
と
し
て
用
ひ
得
る
，
の
は
、
ミ

加
ダ
ー
ル
の「

貨
幣
的
均
衡」

の
槪
念
と
、

て
、
前
#
に
就
て
は
、
私
は
屢
々
、_
此
を
論
じ
て
来
た
の
で
身
る
が
、
此
.の
概
念
は
、
甚
だ
動
態
的
で
來
つ
て
、
若
干
の
修
正
亿
依
り
、 

r

事
前
的
测
定」

の
問
題
も
解
拠
し
得
る
し
，、
景
氣
，波
動
の
，問
題
と
.の
爾
聯
に
就
て
■も
精
密
な
.
•分
析
を
^
ふ
こ
を
が
出
來
る
の
で
あ
る 

雇
歉
及
欢
賛
銀
：の
：僩

.-
«

騰

就

セ

：
ず

逭

狻

：
に

分

祈

ず

：
暮

?:
'

占 

;'-
1
雇

傭
ど
篇」

_

龄
汶
;̂:

繁
ぞ
ゥ
'办
_
動
#
觀
槪
策
_
:>
«
傭
：と
搜 

3

re
.あ
ら
ぅ
。(；

響
ク
ビ
:̂
グ
祀
於
て
，は
：、：#
;<
:

.
:
の
»

^

■を
！̂

_七
1>
'で
馬
り
、
；：波
動
の
^
往
性
文
意
識
し
七
_

务

わ

け

：
で

ば

：
な

^:
か

知

分

羰

今
心
を
修
：止
し
、.動
熾
的
發
展
を
試
み
た
如
く
、
流
動
均
衡
に
就
て
も
、
.同
様
の
#
§
:
を
要
す
る
'こ

と

-^
一
 K

ふ
.迄
も
な
い
。
併
し
、
其
の 

段
昝
に
到
達
.じ
於
瞻
ぎ
は
、
：.流
動
的
均
衡
_
:、
貨

幣

的

均

衡

龙

り

.も
-'
>

»运

廣

齓

圍_

.,
'
:
-
'
'
.

卽
^

J

六

(

八
八)

鈴

木

諒

此
の
屯
、
最
も
動
態
的
性
格
を
帶
び
、て
居
て
、
分
析

:ピ

卷

_

_
動
均
衡」

.
©
:槪
_

ぐ
あ
^
0ぜ

^

■,
'
:
-
:
茗
1>
:て
、
：_
態
分
析
詹
傭
の
間
題
に
,

^
要
签
觅
唆
金
與
“
^

.
の
^

#
と
！J

資
の
均
等
と〗K

 

■ふ
、
單
ー
な
る
條
件
武
以
外
に
、
更
に
三
個
.の
‘條
#■
式
を
要
す
名
ひ
で
あ
る
か
ら
、
■

均
衡
の
內
容
が
、，一

應 

:ー.：明
確
化
さ
れ
-̂
麽
誇
に
於
：來
、:.
.---::

奪
的
均
衡
お
认
梂
4 

,し
、
動
態
分
析
に
於
.け
§

、
經
濟
の
秩
序
を
考
察
す
.る
上
に
於
て
、
#
の
-均
衡
概
念
.は
、
.,
'
.明
ら
加
儿
、‘，
'#
來
の
靜
態
分
，析
ょ
り
ヽI

歩
を 

進
め
た
も
.の
で
あ
，つ
て
、
‘今

後
の
方
法
如
何
で
ば
、

一
應
.の
發
展
が
期
持
さ
.れ
る
所
で
あ
る
。

,

先
づ
、
ピ
.グ
ゥ
匕
於
セ
、
使
用
さ
れ
る
記
號
を
擧
ボ
.て
遛
く
。 

-

V.; 
ノ

■
一で

一
ミ 

一.一'
.

)

'
.
”
■十

：
：
.投

傷

.一

)

”)

マ
ー.

V
)

■

麻

誉 
_
 

ぶ
'
.

1.:.

ふ
-

、

;:
.

1

.
;
べ

^
:'
:
.
;暴

馨

_
 

.
ハ

:
:へ
：;';
:
:ヴ
|::免

:7
,
:

此
處
：.で

.#
:

1

^

_

派
免
要
ず
ぶ
?1
:

と
_

''
>
:
:貯
_

#

投
:̂
が
實
瀬 

i

«

.

依
で
‘

行
ば
_

 

_

つ
ザ
ハ
■

の
窬 

で
示
さ
れ
、
而
も
、
/

及
びk

は
、
貨
幣
所
得
及
ガ
貨
幣
賃
銀
を
_

表
は
す
と
一K

ふ
こ
と
で
あ
；

K
3
C

我
々
は
、
少
く
と
も
ニ
つ
の
理
由
で
此 

:

©

■

度

を

秒

れ

樣

扇

ら
&

篇
パ
爾
1

に
-;
>

_

^

彳
つ
.て
、
鄯
後
の
そ
れ
で
は
な
い
と
一K

ふ
と
と
‘で
あ
る
。
，#
し
て
"
貯
蕃
と
投
資
'が
均
等
化
す
れ
ば
、
貨
幣
量
に
依
つ
て
雨
者
を
比
較
し
て 

;

M
、
::
^

I
働
量
で
：比
艨
:;
^

弋
裏
1 :
;グ
承
駿
00:
如

.
流

励

均•銜

と

沏il
l
]分

析

法
' 

I

レ 

1

七

R

九)



.

蜇十五卷窆號

- 

• 

,

:

一八ハ九

S

 

均
衡
す
る
か
し
な
い
が
の
點
、
卽
ち
，
辱
衡
の
形
成
が
重
要
な
の
で
あ
つ
て
"

均
衡
の
货
定
他
ぬ
、
第
二
の
問
題
で
あ
る
とM

ふ
こ
と
で 

あ
る
。
此
の
見
地
か
ら
、
琪
前
か
貯
蓄
と
投
資
と
を
.

比
較
す
れ
ば
、
發
達
せ
る
貨
I

經
濟
の
下
•

に
於
て
、
貨
胳&

蓄
と
貨
常
投
，資
と
を
比 

就
す
る
方
が
、
ょ
り
合
理
的
な
る
こ
と
は
、
.

多
く
の
經
濟
學
苕
が
認
め
て
，居
る
所
で
あ
.

る
。
第
二
■

の
理
由
は
、

政
策
的
な
瑪
由
で
あ
つ
.

_ゼ
.ホ
1 :
;
繁

：̂

^
^
.歡
1

_
糖
凰
霧
|

^
斷
^;
:中
^
^;
じ
そ
^
、：邊

^

し
て
計
箅
す
る
か
と
一K

ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
•

に
、
傾
向
値
的
發
展
を
期
待
す
る
と
し
て
も
、•
慣
格
の
變
動
が
起
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ピ 

グ
.

ゥ
の
如
く
>'

絕
對
济
•

相
對
價
格
の
變
化
を
認
め
致
い
と
一K

ふ
こ
と
は
、
何
ふ
し
.

で
も
現
實
的
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
、

ダ
ゃ
を
貨 

幣
的
に
解
_

す
る
方
向
に
進
め
ば
、
it
h

-

の
因
難
を
、
可
成
り
囘
避
し
得
る
の
で
き
。'
只
、’

ミ
の
み
が
問
題
と
な
芯
が
、
此
の
奴
は
、
 

狞
蓄
と
投
資
の
均
等
が
成
立
せ
る
と
き
の
0

に
等
レ
い
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
？
は
後
述
の
如
く
.

に
し
て
、
定
め
名
こ
と
が
出
來
；
。
靡 

く
し
で
、.
第
ー
式
、
卽
ち
、-
.

貯
蓄
土
投
資
の
均
衡
が
翁
れ
る
？
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'

次
に
、
上
述
の
理
凼
で
、
奴
は
、
/
に
等
し
い
の
で
は
な
く
、
0
に
等
し
い
こ
と
に
な
•る

。

卽

、
ち
.
、

\ 
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.
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:
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.

.

.

..
会

完
全
競
爭
を
前
提
と
し
、
以

上

盗

く

、.
貨
幣
的
解
釋
I

.
へ
れ
ば
、
ピ
H

三
式
は
次
の
如
く
妾
。

.
•

(

t
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f
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ビ
グ
ゥ
b:

言
の
机
ぐ
、.
未
知
.

は
05
2/

デ
げ
の
四
個
で
ぁ
.

り
方
程
式
は
三
個
.
で
ぁ
る
か
ら
、.
一
個
足
り
な
い
。
併
し
へ
此
の
第
四
方
程
策 

勢

.■ビ

.

：

グ

ケ
■̂
•
ぉ

べ

て.ば
.、':
-外

银

如

ら

：興
.ぇ
：
ら

れ̂
:-
0
,

.を
：固
定
す
る
か
9
.何
れ
か
：で
あ」

る
。
併
し
、
わ
れ
く
の
問
儸
は
.雇
傭
の
變
勤
を
分
柝
し
ょ
.ぅ
と
'す
る
の
で
あ
.を
か
^
、
«

ー
0:
假
铤
を 

採
用
す
各
こ
と
は
闽
雛
で
第
二
.の
假
定
を
採
用
せ
ざ
名
を
得
な
い
。 

i 

■ 

- 

P

- 

-
.

ビ

グ

ゥ

の

流

動

均

衡

概

念

は

！
！
態

均

衡

.の

顧

念

ょ

り

も

一

.

步
を
進
め
て
は
着
.が
、
時
め
.要
素
を
十
分
に
と
ゎ
入
れ
て
ゐ
i

は
考
-え 

郯
い
。
從
っ
て
、
と
の
理
論
の
動
學
化
を
■
る
た
め
に
は
、
サ
ム
エ
' ル
ソ
ン
.や
力
•レ

ッ
f

z
、の
’
.タ
イ
ム
•
ラ
、グ
0:
理
.論
と
の
結
ル
ロ
が
.必

要 

ve
あ
名
0
こ
_れ
は
安
定
の
條
件
.と
苯
ぅ
形
で
•組
立
て
ら
れ
名
■こ
と
も
可
能
士
あ
.る
が
、
こ
V
で
は
景
氣
の
波
動
i
井
；

g

雇
傭
量
於
い
か
に 

«
化
^
て
行
ぐ
か
セ
經
過
'を
分
斯
也
て
行
サ
を
と
に
連
眼
が
，あ
各
の
ー
で
'.
>
_ナ
ム
エ
'
>

に■
と
伽
：屢

名

相

甚

作

で

^
岑
げ
作
_
ム
-
^

と
し
>
公
共
投
資
が
無
い
も
の
と
假
定
し
、
ピ
グ
ゥ
の
第
一
條
件
を
各
期
間
に
お
.け
る
投
資
貯
« *
の
掏
衡
武
と
す
る
代
り
に
、
景
氣
變
動
の 

一
循
環
期
に
お
け
る
均
衡
式
と
考
，え
れ
ば
、
⑷
式
を
得
.名

.0(

ハ
イK

ク
は
■「

利
潤
、
利
子
及
び
投
贫j

の
中
で
加
速
度
の
观
論
を
と
り
人
れ
た
經 

過
分
析
の
fi
l
l題
を
と
V
.极
っ
'て
思
り
、
正
統
极
派
理
論
の
中
に
加
速
度
分
析
を
.と
”
入
れ
る
こ
と.は
、

ヶ
イ
、ン
ズ
郎
論
と
加
速
度
と
を
結
合
す
る
ょ
”
も
無 

■
.
が
無
ぃ
：
.%
'
:の
ー
と
思
^;
:^
-
:る
ぎ
-0
.
-:
'
,
:
.
'
;
'
.
\

卞

.

.

.
フ
、v
:.:
,
v
,
: 

,v
.ブ

露

へ

:,
:
::
.
:
_-v
-
:
2:v
一
ん
：

’ 

\
p

$
y

u
=

\
y

f
{

r
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似
忒
に1:

小
さ
れ
た
條
件
を
充
す
最
も
簡
單
な
型
は
、
國
民
所
得
が
單
振
動
型
の
變
化
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
但
し
サ
AH

ル
ソ
ン
に
從
っ 

て
、
あ
も
期
观
の
.貯
蓄
は
7
Cの
前
の
.期
間
の
國
民
所
得
の
中
か
ら
形
成
さ
れ
る
も
の
と
假
定
す
る
。
そ
ぅ
す
れ
ば
前
述
の
條
件
は
纷
式
に 

ょ

っ

て

示

さ

れ

、

；史

に

サ

A
エ

ル

ソ

ン

の

消.#
性

向

と

加

速

度

の

定

義

に

上

っ

て

(6
)

及
び
(7
)

式
が
導
が
れ
る
。 

‘

v
^
f
T
T 

.

.

.

.

.

.

.

,

矿

^
嘗

-
^
-
+
/
ゃ
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.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

…
…

.

.：
.(5)

.

.

-

*

.

 

. 

. 

- 

. 

I 

' 

-
• 

. 

.

.

.

.

.

. 

<
. 

. 

> 

. 

- 

. 

•

•

.

■

流
励
均
衡
と
.躲
問
分
*析
法
；

:

、

1

九

.* (

九一
〕

•

r\

4 ^



.

•

.三
，

h

擧
會
雜
認
,•
第
四
十
I

依
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ニ
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广i

p
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P

H

i

^

>

=

^
fe
J

o

s

i
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^

^

H十
匕 o

 

…
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.

.

.

•…
…

@

:

(

p

2

s

-

n

(

F

2

s

0
 十
各

(

产

l
l
^
-
2
)
H
2
R
r
o
s
i
I
r
^
r
x
c
o
s
-
^
^
-
H
+
(
p
2
s
o
o
^
=
l
-
^
v
^
Y
s

.

こ
\
に
ム
20
)
は
共
.に
0-
民
所
得
と
貨
幣
投
資
額
と
の
初
値
で
あ
る
k
>̂
-
旣
知
數
と
し
て
取
扱
ぅ
こ
と
が
で
き
名
。
又
、
.投
賓
財
の
相
對
俱 

格
は
わ
れ
^

の
考
察
し
て
ゐ
.る
期
間
中
は
不
變
で
あ
‘る

と

假

，定

し

て

ゃ

©'
價
格
朽
を
以
て
0
'の
慣
格
を
代
表
せ
し
め
仁
も
の
で
あ
る
。

.

こ
、
に
投
資
額
を
定
義
す
る
に
際
し
て
^

を
以
て
せ
卡
し
て
^

を
以
て
定
韻
す
名
、ニ
と
も
考
え
ら
.

れ
る
0

併
し
、
P2
V

を
以
て
投
資
と
定
義 

.

す
れ
ば
そ
れ
は
生
産
財
.

の
生
產
價
額
を
表
わ
す
こ
と
に
な
り
、
貨
常
投
資
額
を
表
わ
す
ご
と
に
は
な
ら
な
い
。
加
速
度
の
作
用
を
原
單
位 

評
第
的
k

考
え
れ
ば
こ
の
様
な
考
え
方
^

成
り
立
た
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
グ
ィ
ン
ズ
や
サ
ム
ヱ
ル
ソ
ン
の
有
效
需
要
の
理
論
の
上
に
立 

て
ば
、
消
毀
財
の
有
效
需
要
，の
棺
加
に
從
つ
て
喚
び
起
さ
れ
て
.
4

も
の
は
贤
幣
投
資
と
考
え
ら
れ
る
，。
こ
の
樣
な
理
由
で
M

を
以
て
投 

資
額
を
免
義
し
た
'

の
で
あ
る
。
以
上
の
推
論
は
凡
て
⑷
式
か
ら
導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
名
。
喷
し
動
態
過
程
に
お
い
て
消
費
財
及
.び
生
產 

財
の
廣
格
を
不
變
と
假
觉
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
(6
)

式
は
牌
費
財
の
生
產
價
額
の
變
化
を
表
は
す
條
件
式
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
觅
に
價 

格
の
變
，化
を
表
わ
す
方
程
式
.
と
生
產
量
の
變
化
を
表
わ
す
方
程
式
と
に
分
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
^

い
。
尙
、
模
•
型
を
軍
.純
化
す
る
た
め 

に
.、
ス
ト
ッ
ク
の
量
は
不
變
で
あ
る
と
假
定
す
る
。
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
ぬ
に
は
ビ
グ
ヴ
の
第
二
式
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
.な 

wi

'
一
 

■

ピ
：|;
:

_

&

_

|:
;

:̂

.

^
.

»)
;
:態
過
.歡
の
酸
藝
ど
^
て

螺

*;
:
猜
^:
;
冑
：勝
^:
遂
被
柘
樣
$

'式
を
書
^
換
え
た
方
が
ょ
り
適
切
で
あ
る
.と
考
へ
ら
れ
る
-9
何
と
な
れ
过
第
一一

方
程
式
を
。ヒ
ク
ゥ
が
示
睃
^
た
ま
\
の
形
で
使
用
す
る
と 

き
に
は
、
そ
れ
は
貯
養
ど
投
資
の
均
衡
關
係
を
示
す
方
程
式
と
な
つ
て
、
第
一
方
程
式
と
そ
の
意
味
が
重
複
す
名
と
思
は
れ
^
か
ら
で
あ

, 

名
。

そ
と
で
^
.と
と
の
均
衡
關
係
を
示
す
方
程
式
に
お
き
か
え
た
も
の
と
し
て
考
へ
る
と
き
、
•ど
の
様
な
こ
と
が
起
る
か
。

わ
れ 

.パ

. 

'わ
れ
は
ビ
グ
ゥ
：.の
：奪

1':

方
瑝
式
の
代
り
贮
⑷
め
式
お
歡
き
が
ぇ
た
の
へ
で
あ
各
^
ら
で
第
ゴ
ザ
^
^

.

は
さ
^
べ
き
だ
と
一K

•ぅ
考
へ
方
も
成
立
つ
。
.そ
の
と
き
は
第
二
方
程
式
は
^
众
=
1
^
.
:
,
:
>
:
,
:
.

(

3
、
な
る
形
に
お
き
‘か

え
る
と
と
も
で
き
.'.

■

芯
。
こ
.

の
劳
へ
方
は
、
貨
齡
投
資
と
實
物
投
資
の
金
額
が
；
致
す
ベ
き
こ
と
を
示
す
1

CD
,

で
1

异
は
ぐ
原
員
^

算
㈣

^

考
べ
方
で
あ
る
。 

こ
れ
に
仅
し
て
第
ニ
方
程
式
が
貨
幣
的
表
現
を
と
つ
て
も
、
第
二
方
程
式
は
熒
働
單
位
で
表
現
さ
れ
て
を
差
索
へ
政
い
；と
一K

:

考
べ
方
も
/ 

:

:
-:
,

.:

成
立
や
。(

.

第t
l

方
程
：或
は
貸
#

投
資
#

實
物
投
薺
に
變
形
：*
y

妨
尨
過
程
を
^

冬
か
ら
ダ
例
へ
' 

ば
生
：產
1

の
如
::
<:

に
實
物 

.

單
位
で
表
は
す
こ
と
，'̂
可
能
•
で
あ
名
。
こ
れ
を
原
單
位
訐
箅
.

の
考
へ
方
と
呼
ば
^

。
尙
、
ダ
と
2/

の
間
に
汐
ィ
ム
•.ラ
グ
を
置
く
こ
と
も 

,

考
え
ら
れ
る
が
ノ
流
勤
均
衡
の
定
義
か
ら
し
て
こ
の
樣
に
ラ
グ
を
置
い
た
場
合
の
均
衡
の
意
味
が
瞹
昧
に
為
芯
の
で
こ
の
種
ひ
ラ
-グ
を
無

I
. 

:

::
-

:
.
視
し
ょ
づ
。
：
.
^
れ

表

は

、
1

|
方
：程

式

を

原

慣

i 

•

.

れ
く
の
問
題
.

は
比
較
的
短
期
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
函
數
形
F

ゃ
は
不
變
と
假
定
し
i

且
つ
ピ
グ
ゥ
が「

雇
傭
.

と
均
衡」

第
三
編
に
お 

い
て
'
採
用
.
し
た
假
定

^
T
=
+
=
7
A
^
=
e
o
n
s
t
.
)

、

を
採
用
す
れ
ば
、
さ

窆

=

象
/

を
得
る
。
但
し
1̂

五
は
積
分
常
數
で 

あ
る
。
こ
'

の
第
一
式
と
(6
)

を
組
合
せ
れ
ば
、
朌
の
變
動
す
べ
き
條
件
が
求
办
ら
れ
る
0

,'
yf
i

ち
、
さ
K

^

r—
1

1

+

J

R

S

i

n

^

^

^

J

で 

,

,

r
あ
る
。
同
様
に
し
て
沒
の
變
動
す
ベ
，き
條
怦
が
與
へ
ら
れ
名
。
然
.

る
に
、ピ
グ
ゥ
の

‘
第
}

條
件
と
第
ニ
條
件
と
を
組
合
せ
更
に
窆
.

=

智
\

 

と
組
合
せ
.る
と
：
,

=

!:

ぐ
な
る
條
件
を
要
す
る
こ
.

と
に
な
る
。
こ
の
條
件
を
充
す
た
め
の
最
も
簡
單
な
'

形
は
た
.

が
11

に
等
し
く
な
る 

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
前
提
の
下
に
、
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iv
s
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-0 

.
な
る
式
が
得
ら
れ
る
。
但
し
^
朽
も
亦
時
と
共
に
變
化
す
る
か
ら
ピ
グ
ゥ
の
第
三
方
程
式
に
^

^
を
代
人
す
れ
ば
、
琴(

技
七
s

=

/か
ら
-

x

a

T

l

^

^

r

+

^

l

+

!

^

^

!

.

J

 

. 

ノ 

'

.

-■ 

■ 

■

•
 

■ 

■ 

V. 

:-，，
 

« 

■ 

-
• 

■ 

• 

- 

- 

- 

- 

. 

、 

: 

■

f 

. 

L
-
^
u
-
K
K
S
i
n
^

-
ブ

 
1
3
^
6 ̂t ̂
 $

....

…

：
:•
?.
.

…
…
T…

：(9) 

•

以
上
が
相
對
價
格
の
變
動
す
ベ
き
#
件
で
あ
る
。
(6
)
(7
)
(8
)
(9
)
式
は
ビ
グ
ゥ
の
第
.一
條
件
を
修
正
し
て
.期
間
分
析
の
考
.へ
方
を
導
入
し
つ 

\

流
動
均
衡
が
維
特
さ
れ
て
行
く
た
め
に
は
諸
變
數
が
い
か
に
變
化
¥

行
ぐ
ベ
き
が
の
法
則
を
示
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
'-
1)

^
ム
工 

、
ル
ソ
ン•

シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
十
分
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
な
い
灌
傭
.の
變
化
及
び
相
對
慣
格
の
變
化
を
示
そ
ぅ
と
す
^
も
の
•で

あ

る

：。
：但 

し
、
C
れ
等
の
式
を
導
出
す
る
過
程
に
お
い
て
多
く
の
假
定
が
設
け
ら
れ
て
ゐ
名
め
で
、
こ
の
他
に
も
流
動
均
：衡
の
型
が
あ
る
と
は
考
え
ら 

V,
'
.れ
名
？
#

瓜
5
.
;
;
:

(9
)
-式
を
^

妨
搽
_

_
炊
國
民
恥
得
：漱
«-
:
贬

得

宠

.け
で
：
_

$

^

^

に
誤
で
一
般
に
た
は
1
よ
，り
小
，で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
•の
矛
盾
を
避
け
る
た
め
に
は
H
投

資

額

と

投

資

財

の

生

產

額

：
の
：
不

一

致

.を

認

:

め
^
^

：：2

:̂

グ

觀

.の

第-£
:
歡

^
否

货

オ

を̂

一
の
條
件
は
と
お
く
こ
と
に
よ
つ

.て

は

同

避.さ

れ

な

い:0
.
,何

と

食

れ

ばS
.
.こ.：
の

場

合̂
^
,

=
1
、

お
な
.各
か
^

、
こ
の
場
合
や
は
0
の
減
少
函
數
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
と
と
に
よ
つ
て
/

始
め
て
た
の
，.値
が
⑴
よ
り
小
さ
’ぐ

な

^

。

從

つ
て 

妁
は
⑶
式
に
よ
つ
て
宠
さ
れ
る
樣
な
變
化
を
示
す
こ
と
は
な
く
、
前
述
の一
層
複
雜
，な
形
の
變
化
を
示
し
、
2/
は
(8
)
式

.に

從

つ

て

變

化

し 

(9
)
式

も

；史

に

複

雜

化

す

名

。

(

こ
の
條
件
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
ビ
グ
ゥ
の
观
論
を
西
宛
す
る
必
翦
■は
無
い〕

。
た
が
1
よ
り
小
で
あ
る
か
ら
一
般
に 

aj
o.
方
が
變
動
の
幅
は
小
さ
い
も
.の
.と
期
待
さ
れ
る
様
に
思
は
.れ
る
。 

, 

.

- 

.

.

. ..... 

... 
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• 

、• 

• 

- 
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■
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.
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■•

•

.
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-

■
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•

:-
-
.へ
わ
れ
ぐ
.は
(9
)
式

に

ょ

令

尨

消

賢

勝

と

生

產

脖

砍

_
對
價
糌
の
變
動
«

ポ
簡
僚
件
|

簿
凋
^
杧
0
:
#や
_
名
^
^

對
値
が
時
の
經
過
.と
と
も
に
ど
の
様
に
,
動
す
べ
き
か
を
示
す
べ
き
方
程
式
を
導
く
こ
と
で
あ
る
。
併
し
、.
こ
の
條
件
は
ビ
グ
ゥ
の
シ
ス 

テ
ム.

か
ら
は
生
^
て
と
な
い
。
A
P2
を
變
數
と
し
た
と
.き
ピ
グ
ゥ

*

シ
ス
テ
.

ム

と
サ
ム
工
ル
ソ
ン

の
條
件
を
結
合
し
た
の
み
で
は
方
程
式
；

.
の
數
が
未
知
數
に
比
し
てV

個
不
足
す
る
。
.こ

の1

個
の
方
程
式
を
補
う
た
め
に
わ
れ
^

^
に
示
唆
を
與
え
る
も
.の

はA
.

 Smithies, 

4
h
e

 M
a
x
i
m
a
z
a
t
i
o
n
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v
e
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i
m
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h
a
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技n
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 C
o
s
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a
n
d

 D
e
m
a
n
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'
f
u
n
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t
i
o
n
》
(
E
c
o
n
o
m
e
t
r
i
c
v
v
o
l
.
7, 

p 

3
1
2
-
3
1
9
}

で
I

。
こ
8

式
に
從
つ
て
消
費
財
生
産
部
門
の
利
濶
I

、で
表
わ
せ
ば
、
或
る
#
:定Q

期
間
0
に

對

し

て

.

ぐ

,

、Q
=
j
c
p
l
^
l
p
%
>
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，

と
お
く
こ
と
.が
で
き
ょ
う
。
ピ
‘グ
ゥ
に
I
い
て
は
減
檟
償
却
は
無
視
さ
れ
て
ゐ』

る
。
ゃ
は
當
該
期
間
以
後
に
お
い
て
消
費
财
生
產
部
門
の
：
.
 

頃
材
料
化
し
て
行
ぐ
も
の
と
考
え
"
凡
て
の
消
費
財
生
產
部
鬥
の
企
業
が
同
一
の
.行
動
を
と
つ
て
.こ
の
0
?を
最
大
に
す
る
樣
に
努
カ
す
る 

も
の
-と
®
<定
す
る
。

(

統
制
經
濟
や
獨
卜
：

I

の
下
に
お
い
，て
は
、..こ
の
樣
な
假
沾
は1

肢
規
赞
的
な
も
の
と
な
1
で
あ
ら
う
.。

〕

短
期
均
衡
に
お
い
て
は
'-
.

‘：生
產
_
修
^

ー̂

取
奴
各
°'
な
_
祀
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式
.を
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く
こ
と
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で
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§
を
條
件
式
と
し
て
脚
を
極
大
な
ら
し
む
る
.に
は
^
の
代
り
に
^
+
p
、̂
，ゃ
の
.代

--
^
に
令
+
>
^
と
お
け
ば
ょ
い
z

/?
は
往
意
ft
の
函 
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な
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あ
る
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條
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條
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あ
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。
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^
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當
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あ
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o
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^
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^
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研
左
^
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數
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か
ら
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か
ら
^
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こ
と
が
で
き
名
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^

^
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^
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。
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費
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い
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P
1
F
I
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財
部
門
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お
い
て
p
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ず
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ら
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あ
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な
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つ
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年
.'の
資
料
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つ
い
て
修
討
し
て
見
ょ
ぅo

こ
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國
&
所
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費
財
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產
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H

ル
ソ
ン
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
.、
消
費
財
及
び
生
産
財
生
產
部
門
の
雇
傭
量
が
變
動
.す
.ベ
き
條
件
式
を
導
ぎ
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
の
奴 

'が
泶
め
ら
れ
\
は
、
y
及
び
ゃ
の
變
動
す
べ
き
條
件
式
を
導
く
こ
と
が
で
き
名
。
而
し
て
、
：加
式
に
よ
つ
て
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變
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す
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條
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を
求
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 一.
.
、
' 

- 

•
•
'

•
と
な
名
。
.と
の
様
に
、

は
太
ミ
ツ
|

ズ
の
條
件
を
使
用
し
な
い
.で
も
繅
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
>

2に
關
し
て
は
異
な
名
。
乃

‘ 

式
に
お
い
‘て
は
2

の̂
變
動
す
ぺ
き
條
件
が
與
ぇ
ら
れ
名
が
、
⑶

式
か
ら
ゃ
の
變
動
，す
べ

.き
影
件
を
求’め
得
て
も
、
タ
の
*
動
す
ぺ
逢
條
件 

‘
を
求
め
名
と
>
.は
出
來
な
い
。
ピ
グ
ゥ
及
び
サ
-AH

ル
ソ
'
•ン
の
，
シ
ス
テ
ム
の
內
部
か
ら
朽
及
び

0

の
變
動
す
べ
，き

條

件

を

求

め

名

に

は

方

• 

程
式
が
一
槊
足
す
る
。
.
.こ
の
た
め
に
，ス
ミ
シ
丨
ズ
の
f

式

P

支̂
"

，十

F
^

或
ひ
は
.

ベ
を
使
用
し
てP 2
^

び
0

の
變
化
す
べ.
き
條
件
を
求
め
ざ
.る
を
得
な
い
.
0
,
.
.
'
.

今
ま
で
述
べ
て
き
た
と
と
ろ
に
ょ
っ
て
、
第
二
方
程
式
を
‘貨
幣
單
位
で
表
は
す(

こ
れ
を
原
！

a
#

.

の
方
式
と
呼
ば
ぅ〕

•か
、
勞
働
m

位
で

兒

表

被̂

:0
.

沐

議

道

樣

：の
：方

式

，
と

.

_

:

;̂。
r

第
n

^
'M
:m
位
.
算
の
汰
^
克
猓
用
す
を
と
ぎ
滅
は
.、
^

し
合
っ
て
定
ま
^
が
、
絕
對
價
格
を
觉
め
吝
こ
.と
は
不
可
能
で
あ
り
、
ス
ミ
シ
の
修
件
を
必
要
と
•す
^
。
こ
の
條
件
が
缺
け
て
ゐ
る
ぐ 

とr

が
%

の
何
れ
の
變
動
條
砰
を
も
^
足
す
名
こ

と
が
出
來
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
原
價
計
弊
の
方
式
を
採
用
す
る
'と
き
は
'
キ
ミ
-シ 

，
1
ズ
の
條
件
を
必
要
と
.す
名
も
の
は
^2
の
み
で
あ
っ
て
、
治
?/
0
:
:
は
ス
ミ
シ
ー
ズ
の
.條
件
と
は
獨
立
に
そ
の
變
動
型
を
決
定
す
る
こ
と
が 

で
き
る
。
こ
れ
は
貨
胳
賃
銀
が
■一
 

定
と1K

ぅ
條
件
.の
，下
で
.は
、
雇
傭
量
及
び
生
產
量
は
價
格
體
系
と
は
獨
立
に
定
ま
り
輕
泰
牟
と
を
示
す
.
. 

も
の
で
あ』

る
。
第
二
^
、
原
單
位
計
銘
方
式
の
下
に
お
い
て
は
、
w

a,p
d
l
t
?
M
o
u
t
h 

S
o
l
u
t
i
o
n

も
亦
.一
種
の
解
と
し
て
成
立
っ
こ
と
が 

で
き
た
。
原
價1

計
算
方
成
の
下
に
#
い
て
はH

a
n
d
-
t
?
M
§

B
h

 

s
o
l
u
t
i
o
n
,

は
意
味
を
持
た
な
い
。
こ
の
解
は
?2
を
決
定
^
在
^:
の
と 

.
は
な
り
得
ず
、
4

4
な
る
條
件
を
與
ぇ
る
と
a；
及
び
V
*の
變
動
激
を
決
定
す
る
方
程
式
が
過
剩
と
な
っ
：て
、
國
民
所
樣
變
歌
：の
：週
期
^

' 

が
特
宠
の
値
を
と
っ
た
場
合
に
の
み
解
が
存
在
し
得
を
こ
と
と
な
る
。
し
か
も
^
を
決
定
す
べ
き
條
件
式
は
生
れ
てこ

#
.

い
0
;第
彐 

單
位
計
鮮
方
式
の
下
で
は
a；
の
變
動
す
べ
き
條
件
式
と
2/
の
變
動
す
ぺ
き
條
件
式
と
は
罄
し
く
異
っ
.だ
形
を
汞
す
が
、
原
價
許
算
龙
式
の
.
' :

ノ
下
で
は
兩
薪
の
差
は
そ
れ
ほ
ど
大
-^
な
差
を
示
す
も
の
で
は
な
く
な
つ
て
く
る
。
こ
.れ
が
流
動
均
衡
の
動
學
化
に
よ
^
結
論
で
.あ
名
。
'

-

へ
で
'
';
；-
-
:以

上

に

述

ペfc
と

が

.

.

石
o :

但
し
、
こ
の
場
合
は
各
年
度
：の
物
價
及
び
.利

乎

ま

：が

安

焦

.し

て

ゐ

る

と

运

う

ピ

グ

ゥ

0

前

提

の

潘

り

允

物
«*
^
關

す

名

豫

想

め

彈

カ 

:
:
v
v̂;
が
1
"-
利
潤
に
關
す
名
豫
想
似
 ̂

.
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上
述
の
條
件
が
宠
さ
れ
た
と
き
.に
は
、
讲
蓄
と
投
資
の
絕
對
_

の
差
ほ
次

:

-

■:
■
第
に
大
き
く
な
ク
て
抒
く
が
、
.そ
の
比
率
は
1
定
ど

：な
冬
で̂
ら
.う
5
靈

目

す

れ

：ば
へ
^

f

き

の
代
り
に
饥
;:
?
:|
£數

：と

し

て

、;
、

/

b

&な
る
方
程
成
が
成
り
立
つ
で
あ
ら
う
。
こ
の
場
合
役
資
と
貯
蓄
の
M
.對
額
の
差
が
次
第
に
大
き
く
な
各
と
山
.て
も
兩

.者
の
此
が
•一
 

定
と
な
る
こ
と
は
、
‘や

は
り
一
種
の
調
和
的
發
展
と
一K

へ
る
。
現
實
：に
.お
い
て
..は
、

一

般
に
饥
の
値
も
次
第
.

H

等
此
級
數
的
■
.

: 

に
變
化
1>
,て
行
く
も
の
^
考
ぇ
.ら
れ
る
が
5
,
.短
期
に
お
い
て
は
と
の
此
率
が
略
ー
党
と
見
ら
れ
^
こ
と
も
あ
り
#
る
;0
ど
れ
を「
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.
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衡」

と
呼
ぼ
5;
。
こ
れ
は
ゥ
ィ
ク
セ
ル
の
一K

づ
如
き「

物
價
を
引
上
げ
も
引
下
げ
も
し
な
い
均
衡」

で
は
な
く
、
又
'
:

ハ
ィH

:

ク

の

貨

幣
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ヴH 
!

ル
的
1
均
餌
で
も
な
い
。
そ
の
內
容
は
む
し
ろ
リ
ン
ダ
ー
ル
の
概
念
と
類
似
し
て
ゐ
名
.が
、
リ
ン
グー

‘ル
.

Q
.

概
念
が
多
義
的
で
あ

.
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へ
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;
る
0
に
對
じ
$

,

:

ン
，
’

と
考
へ
名
こ
と
が
で
き
る
‘。

こ
、
か
ち
生
れ
て
く
る
國
民
所
得
.の
波
動
型
は
、
W
の
値
於
1
に
近
い
.と
き
ぼ
ど
振
幅
が
小
と
な
^
で
あ
ら
.

-

.

/ 
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.
• 

. 

.. 

- 

- 

- 

- 

- 

.
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.

一
う
。
卽
ち
投
資
と
貯
蓄
が
均
衡
化
す
る
ほ
ど
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
不
況
の
進
行
す
名
程
度
が
よ
り
小
な
る
.も
の
と
な
る
で
あ
ら
う
:0
.

,

(

昭
和
セ
I
十
苹
顷
の
炎
融
統
訃
か
ら
描
测
す
る
と
W
の
値
は
略
々
〇
•
八
三
と
見
ら
れ
る
。〕

こ
の
様
に
均
衡
概
念
を
擴
張
す
る
こ
，と
に
よ
つ
て
、
，
現 

實
化
べ
の
方
向
に
_
ん
で
行
く
こ
と
.が
可
能
と
な
名
で
あ
ら
>
。
こ
の
場
合
に
も
ピ
グ
ケ
.
シ
ス
テ
み
と
の
結
合
に
よ
つ
て
諸
變
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の
變
：

>

動
條
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を
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が
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る
。
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起
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性
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し
て
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の
値
を
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っ
セ
場
合
に
は
、
遊
休
資
金
がf

っ
て
ゐ
る§

で
あ
^
か
ら
-

に
相
當
す
る
部
分
が
歸
屬
ざ
れ
ず
、
ビ
グ
T
Vの
第
三
方
程
式 

‘

が
成
り
立
た
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
一K

う
疑
問
で
あ
る
。
け
れ
ど
-̂
、
、こ
の
部
分
は
當
該
期
間
の
所
得
と
な
ら
な
い
の
で
あ
る
^
ら
、
 

.、
單
擴
動
^
雜
持
さ
れ
て
ゐ
吝
限
り
、
歸
屬
の
理
論
そ
の
も
の
に
は
影
響
を
與
へ
な
'い
も
の
と
見
を
こ
と
が
で
き
：ょ
ケ
。
併
し
、
绳
實
に
お 

.

い
て
は
、
m
の
値
は
變
化
す
^
と
考
，へ.、ら
れ
名
か
ら
、j

般
にj

^
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皆
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%'
名

關

係
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生

れ

て

く
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の

と

考

へ 

.

ら
れ
名
o
こ
の
際
に
は
明
ら
か
.に
貯
蓄
と
投
資
の
均
衡
W
ら
の
集
稹
過
程
が
生
れ
て
ゐ
を
わ
け
で
、、，ス
ト
ッ
ク
や
現
金
保
有
髙
も
變
化
し 

,

始
め
、
，ビ
グ
ゥ
の
第
三
方
程
式
は
そ
の
、ま
X
の
形
で
は
成
り
立
た
，な
く
な
名
で
あ
ら
う
。
こ
の
、場
合
ス
ト
ッ
ク
の
變
化
とJK,

う
未
知
汝
を 

1

個
附
加
し
て
、先
に
述
べ
- *

1

方
程
式
組
織
に
對
應
す
べ
き
諸
画
數
の

變
動
を
分

故
し
て
#
く
こ

.

と
が
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れ
^
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の
^
の
課
題
で
.あ
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上
述
の
分
析
は
均
衡
理
論
の
內
部
に
士
い
て
經
濟
變
動
を
說
明
し
ょ
.う
と
す
名
試
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
對
丄
て
經
濟
孿g

の
消
滅
を 
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Z導
か
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と
す
る
試
み
が
安
定
の
條
件
で
I
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ケ
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ン
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4
00.

な
る
•著
書
の
中
で
こ
の
條
件
を
求
め
て
ゐ
る
Q
こ
れ
に
倣
つ
て
。ヒ
グ
ゥ
の
シ
ス
テ
ム
に
關
す
冬
安
定
條
牛
を
.導
出
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て
見
や
う
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、
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貯
馨
が
現
莅
の
投
資
を
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へ
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忙
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吝
。
次
に
. 

實
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銀
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勞
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で
あ
る
か
ら
^>

0

で
あ
り
V
各
導
函
觀
の
符
號
は
分
子
の
符
號
に
ょ
つ
.て
へ
定
ま
る0 

, 

. 

併
し〔
こ
れ
等
の
.函
數
0
符
號
に
0
い
て
は
’自

明
の
も
の
が
あ
る
。
先
づ
ぶ
に
關
す
名
導
函
數
で
あ
名
が
出
.が
は
何
^
も
；ヒ
で
あ
る
^
;6>
.
、
 

*

課

^

備
：
>1
_
彻
歲
上
;&
ネ
0̂
,4
し
:»
^

^

»が
兔
^̂

つ
て
、
努
働Q

限
界
生
產
力
が
增
大
す
名
と
雇
傭
量
が
減
少
す
と
に
な
る
.。/

J
Q

結
論
は
明
ら
か
.
逆̂

說
的
で
营
。
そ
^
で
i
何

.へ■
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::
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#樣
^
_
谓

濯

-0
诚
：办
^
拜

1 .
.、_

^
: ^
氣
^

'
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"
ず

と

お

い

、た

た

め

で

あ

^
。
こ
の
式
に
お
い
て
勞
勸
の
限
界
生
產
4
と
雇
傭
量
は
反
此
例
す
る
。
そ
れ
故
こ
'の
假
定
を
認
.め

 ̂

限
り
、
前
述
の
様
な
逆
說
的
結
)^
が
成
立
つ
の
は
當
像
で
あ
り
、
わ
れ
^

-
は
こ
の
假
定
を
抛
齋
す
べ
き
で
あ
り
、
ょ
り
一
般
的
な
推
I
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S

ぅ
べ
き
で
营
。
併
し
、
3.
1
式
の
結
論
は
勞
働
の
限
界
i

力
9

W
上
，が
利
子
率Q

騰
貴
を
商
ら
す
と
と
を
意
味
す
f

_

Qで
あ
る 

力
ら
當
然
の
fe
結
で
あ
る
。
(3
.式
は
貯
蓄
の
過
^
亦
利
子
率
の
下
落
を
^
み
出
す
と
.と
を
意
味
し
、

.7
式
は
貯
蓄
の
增
加
が
消
費
时 

部
門
の
傷
量
を
增
加
#
し
め
、
(3
.
6式
は
投
資
の
增
加
が
利
子
！r C

收
益
率)

を

平

げ

.
*と
と
裏
味
.す
>
。

.8
)
式
は
貯
蓄
の
增
加
が
；
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5
试
は
投
資
_

加
舊
資
財
部
3

.觀

)»
す
る
。
以
上
.の
諸
條
件
は
何
れ
も
諸
函
數
)^
つ
い
て
の
ピ
グ
ゥ
の
檢
討
を
認
め
れ
ば
數
學
的
に
.は
，ニ
義
的
に
定
ま
る
こ
と
で
；あ
名
が
、
 

(3
.
1⑵
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4
當
然
の
歸
齧
で
f

が
、
(3
.
5(3
.
73.
1
03.
-
1
1の
結
論
は
明
ら
か
に
逆
說
时
で
あ
る
。
數
學
_

符
虢
を
：一
:
_的
に
_

す
.る
こ
ど
：が
で 

き
ず
、
顧
濟
學
的
判
斷
か
ら
符
號
を
決
.定
す
べ
|

の
は
3.
4

式
の
み
で
|

。如
}
!

は
正
と
I

ベ
I

の
で
あ
り
、
負
と
な
る
べ
き
も 

の
で
は
.な

，い

。

そ

れ

で

は

芷

'と
な
る
た
め
に
は
限
界
貯
蓄
性
向
を
3
と
し
、
ピ
グ
ゥ
の
第
三
篇
の
假
定
に
從
づ
て
.

f1

と
お
け
‘ば
、
/ 
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が
正
と
為
る
た
め
te
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で
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o
右
邊
は
國
民
斯
得
.の
中
に
勤
勞
所
得
が
占
め
芯
割
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で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
ょ
.り
茫
免
か
；
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貯
蓄
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あ
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な
•る
條
件
式
が
成
立
つ
。
但

し

^
=
Q
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l
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で
あ
る
。
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で
あ
る
か
ら
、
こ
の
式 

の
符
號
を
決
定
す
る
要
素
は
第
二
の
括
弧
内
の
値
如
何
で
あ
る
。
併
じ

,̂
は
1'
ょ
り
大
き
い
_値
$:
.と
る
こ
.と
は
先
づ
無
い
も
の
と
考
へ
ら 

れ
•る
の
で
4
は

負

と

見

：ら

れ

、

>
办
言
.は
疋
、
如I

必
及
ぴ
伽
也
は
負
と
沄
ふ
•結
論
を
f

.°

旣
に
前
述
の
シ
ズ
デ
ム
に
お
い
て
も
パ
ラ

メ
；
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、
1

タ
ー

の
變
化
が
^
と
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と
に
對
し
て
卵
へ
る
影
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の
符
號
を
と
つ
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近
い
局
面
を
主
と
し
て
問
題
と
へ

,.
- 

- 

■
 
V
 . 

, 

-
 

-
•

...

•
•»... 

I-

.

流
励
均
衡
と
卿g

分
析
法 

N 

'
 

三

厂

(

一
〇
三)



三
⑴
學
會
雜
誌
第
西
肀
五
卷
第
一j.

號

. 

.

,

. 

.

.

.
一

一

三

(

一
0
四〕

し
て
ゐ
名
ピ
グ
ゥ
：
ン
八
テ
ム
の
性
格
が
あ
る
様
に
見
え
急

-0

.問
題
は
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
散
い
。

と
お
く
こ
.と
に
よ
つ
.て
、
 

Q

)

3

^

l

な>0條
#
:

ダ
生
れ
て
く
名
。
し

か

も

^

4

^

で

き

か

ら

ァ

言

S

が
等
し
ぃ
秦
ふ
こ
と
は
利
子
_
が 

へ
貯
蓄
^
投
資
^
對

.̂

.て

.金

':
<
中
立
的
な
.夸
^
と
を
.意
诛
じ
：̂
正
.統
學
»
シ
^
.
.デ.
.
^
,
の
'否
.定
を
意
味
す
る
-'
.
0
.
.
.
'
.
^
+
^
.
.
.
.
:
.

と

.|
-
れ
..̂
貯
蓄
の
.

.

_

增

 

加
ば
投
資
財
餅
門
の
雇
紙
量
.に
も
利
子
率
に
も
影
響
を
與
へ
な
い
こ
と
に
な
る
ぺ
こ
の
樣
な
考
へ
'方
が
果
し
て
正
銃
學
派
理
論
の
‘中
稼
で 

あ
ら
ぅ
か
。
そ
れ
と
も
よ
り
廣
い
•解
釋
を
下
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
■で
あ
ら
ぅ
、、か
。 

.
ぃ

.
 

.

と

お

い

で

わ

れ

く

は

、
ビ
グ
ゥ
の
與
へ
て
ゐ
名
諸
前
提
の
何
れ
か
を
よ
り
動
學
的
な
前
提
に
お
き
か
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
先
づ
考 

へ
ら
れ
るQ.

は
、
.

先

に

指

摘

し

た

な

名

前

提

で

あ
_

る
。
こ
の
式
か
ら
、
7

7

7

/

$

"

+

f

-

^

l

l

Y

1

A
0 ■
な

る

結

論
. 

が
得
ら
れ
芯
0

^

ふ
ま
で
も
な
く
へ
こ
れ
は
收
益
遞
減
の
法
則
で
あ
つ
て
、
ピ
グ
ゥ
自
身
が
安
定
の
條
件
と
し
て
指
摘
し
た
も
の
に
外
な
ら 

一^

い
：。(

_

^

て.
、
：：先
：に
補
办
尨
^

^

^

ぅ
考
え
方
は
紅
芷
名
れ
ね
ば
な
ら
な
.い
。
收
益
遞
減
の
法
則
が
茭
配
.
な
名
限
り
10
:1
1
の
結
論
は
必
然
时
に
導
き
出
さ
れ
る
0
こ
の
允
め
. 

に
は
d
.の
意
味
を
考
え
る
必
要
が
あ
名
。
元
來
，
§
^

^

+

s

=

J
で
あ
、る
か
ら
、
秘
は
勤
勞
所
得
が
國
民
所
得
の
中
^
占
め
る
此
率
を
.ゝ

0?
^
!
=^-
®

で
あ
名
か
ら
、
d
の
增
大
は
實
質
實
銀
に
此
し
て
相
對
的
に
勞
働
の
'限
界
坐
產
カ
.が
向
上
し
た
こ
.と
を
示
す
0;
,ピ
、グ
ゥ
の
..

:第ーー1

親
式
^;
:
賃
銀
塞
冷
|
|时
农
爾
が
か
：な
々
强
\0
^
め
、
；；
,&
'の

购

界

也

產

ヵ

：
の

向

-1
:
が
.雇

傭

量̂:
減
少
ぜ
1>
'
'あ
.多
と
衰
ぶ
趣
說
的
な
結.

一

論
を
生
ん
だ
の
で
あ
づ
て
、-

^
r
=
k

な
る
前
提
の
た
め
で
は
な
い
。
又
、
叭
は
.

6の
減
少
函
數
で
'あ
名
か
ら
-と

の
こ
と
か
.

ら
、

••
:

: 

d
l

s
x

 
,

1

• 

V
 

ミ
へ 

' 

,

‘、

■

.

. 
.

‘■

li
ui.
v

r

^

l

e
な
^
條
件
が
生
れ
て
く
名
。
友
：邊
は
勞
働
‘の
限
界
生
産
力
の
增
加
率
忆
關
す
名
雇
傭
の
..彈
カ
性
で
あ
る
0、
假
に
.

7
0
=
2

と
す
れ
ば
つ
と
の
彈
カ
性
は
マ
イ
ナ
ス
ニ
以
卞
の
‘/it
を
と
れ
ば
よ
い
(P
.で
あ
名
。 

• •

次
.に
：ピ
グ
ゥ
••の..第U.

方
.程
-式
を
^
本
稿
の
胃
頭
で
^
べ
^
樣
に
令
.
"
と̂
書
唐
直
せ
ば
.ど
；ぅ
&

^

%あ
ら
ぅ
.か
°

.こ
の
.場
'合

^

^

以

ぺ
下
め
諸
項
に
づ
い
て
法
刚
隹
し
來
と
：こ
み
&.
全
く
同
—.の
結
果
を
得「

異
な
名
點
は
.
次

、
の
；
如

ぐ

に

な

.

今

;

ン
.
:.■
■

•
 

• 

> 

■ 

•
> 

•
• 

• 

- 

. 
t
 

•
•
-
.'
• 

- 

• 

• 

• 

■

»
*
.

.

.

.
: 

■

•
•
.

 

-
-
1

:

• 

.

.

.

.

.

.

.

.

:

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

. 

. 

. 

• 

- 

‘ 

： 

• 

- 

. 

• 

r 

■ • 
• 

- 

- 

• 

.

.

d
”

 

l

^
、、

H
、

c

n
 

登

l̂
/'
n 

^

r

!

h-
l

-

n 

*

•;
: 

,
.
d
o
i
l

 

A
^

自

习

」

/ 

ノ 

を

—

^

\

:-
s
 —

 

」

ノ
 

：：

"
Vこ

*p.
場
合
^
>.,
1
0以
卞
の
：「

逆
說
的
な」

結
論
は
修
巫
さ
れ
な
；

：

い
％
、
^
及
'び
/5
:の
變
化
.に

對

し

：：
て
：
か

及

び

^
が
相
5:
に
逆
：の
方
向
に
»-

-化
ず
.ぷ
こ
.と
^
は
注
意
を
耍
す
名
0
卽
ち
2/
を
增
加
せ
し
#
各
要
因
は
必
然
的
^
印
■を

減
#
せ
し
め
客
も
の
■で

あ

：
っ

て

、
、
か

.
、

る

現

象

は

• 

- 

• • •• 

.

.

. 

.
«-.
.
.
.
：

.

.

一
完
全

肩

傭
，
の

近

傍

に

；
お

い

：
^
の
.み
起
吝
も
の
で
あ
る
ヴ
と「

れ
は
第
ー
：方
程
式
を
そ
の
ま
'
.の
髮
で
&
:め
：名
限
り
、\.
免
^

ら
ぅ
;0
卽
ぢ
デ
を
.パ
ラ
メ
：丨
ク
へ
ー
と
し
て
投
資
と
貯
蓄
七
が
均
衡
す
る
、と
一X

ふ
こ
と
は
、へ
ビ
グ
ー
自
發
^
_
7
.て
ゐ
.る
如
<-
,
-
.
完
：全
履
傭
^

fi.
.... 

C
-
.. 

• 

-
•
•
•
•
:
. 

. 

- 

. 

s 

■ 

•- 
•
.■
•
.:•
■ 

- • • 

« 

: 
• 

• 

.

.

.

.

.

.

. 

. 

•

近
付
：い
た
局
商
に
お
い
て
：の
み
成
立
っ
こ
と
だ
か
ら
で
：あ
る
。
:-
'.'

..
'
•:
'
こ
の
-«
に
解
釋
し
：て
く
冬
と
、
3.
6
及
び
3.
9
式
の
結
論
：の
有
す
る
意
味
-̂
.明
瞭
に
か
る
0
3.
8

f

 

'率

が

；
下

落

ず

名

ど

と

を

示

.す
び.：r
を

金

利$
響

：
す

れ

ば

：こ
の
：
結

論

技

逆

：說

的

で

お

る

：

0
併
し
：、

ビ
グ
ゥ
^

:
-1
有
效
需
要
0
原
理
1-
:ょ
“

も
販
路
法
則
の
怠
想
が
：强
:<
^

:
し
て
居
り
''
'
>̂-
は
實
物
的
な
.收
益
_
の
意
味
に
解
.せ
ら
れ
名
^

...
 

....

• 

- 

. 

■ 

.

.

.

. 

‘ 

. 

* 

•
. 

• 

• 

. 

•
• 

- 

• 

- 

•
. 

-
.

.常
に
顧
^

.
こ
.
.の
様
it
考
、へ
：て
く
.る
4
、
3.
:
6

け
が
興
へ
::
^
取

併

し

な

.が

ら

、
バ
：こ
.の
徵
な
意
赚
づ
甘
を
興
へ
_て
く
名
^

:

*ム
エ
ル
ソ
ン
.が
ケ
ィ
シ
ズ
酿
系
を
動
擧
心
し
た
樣
な
形 

で
，ビ
グ
.ゥ
：の
；シK

テ
ス
を
動
擧
牝
す
.る
に
對
^
て
は
.否
定
的
な
結
論
を
得
る
の
み
と
な
る
。
ケ
ィ
ン
ズ
，體
系
は
、'
不
完
全
雇
：
ー
か
ち
完
全
. 

雇
傭
に
移
行
し
て
行
く
過
程
の
分
析
で
あ
り
、
サ
A

H
ル
ソ
ン
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
動
學
化
し
た
こ
と
は
決
し
て
‘無
理
で
は
な
か
っ
た
。
 

r

雇
傭
と
均
衡」

に
お
け
名
ビ
グ
ゥ
の
シ
ス
テ
ム
は
兜
全
厢
傭
の
近
傍
を
硏
究
針
象
と
し
て
居
り
、
こ
の
體
系
か
ら
直
接
に
乘
數
の
：现
論 

流
励
均
衡
と
沏
間
分
析
法 

- 

三

三

(

一
〇
五〕

.，

^
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’

3
S學
會
雜
飾
第
四
十
五
卷
第
二
號

. 

三

四

’
a
〇
4
e 

の
如
き
發
展
法
地
を
導
い
て
.く
る
ヒ
と
が
無
理
な
の
で
あ
名
。
從
つ
て
、
こ
の
體
系
を
動
學
化
す
る
に
は
單
に
時
間
要
素
を
導
入
し
た
の 

•
み
で
は
统
理
で
、
本
稿
の
胃
頭
.に
述
べ
，た
如
き
形
に
、
方
程
式
•の
形
を
變
形
し
な
•け
れ
^
な
ら
尨
い
。
け
れ
ど
も
間
題
は
こ
れ
だ
け
で
終 

づ
た
わ
け
で
は
か
い
。

「

動
學
化」

と
一K

ふ
言
葉
は
最
近
ハ
ロ

ッ
ド
が
指
摘
し
た
如
く
傾
向
値
的
發
展
を
も
含
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
- 

な
い
。 

本

稿

の

.試

み

は

ビ

グ

ゥ

•
シ
ス
テ
ム
か
ら
景
氣
循
環
に
卽
し
て
の
變
動
を
導
出
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
終
始
し
た
。
現
實
の
發
展 

は
循
環
運
動
と
傾
向
値
的
發
展
と
が
交
錯
し
て
.醸
し
出
さ
れ
る
9
こ
の
た
め
に
は
、
カ
レ
ッ
キ
.丨
や
ク
ラ
ィ
ン
，が
行
つ
た
如
く
、
總
資
本 

藉
積
商
を
未
知
數
と
し
て
方
程
或
シ
ス
テ
ム
の
中
に
加
へ
'、
こ
れ
を
ゼ
グ
ゥ
の
長
期
流
動
均
衡
組
織
と
結
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

一

‘
つ
の
平
掛
り
を
得
る
で
あ
ら
う
。
ハ
P
ッ
ド
の
理
論
が
一
つ
の
示
唆
で
終
始
し
て
ゐ
名
の
を
乘
越
ぇ
て
よ
り
精
密
な
理
論
を
作
り
出
す
.に
.

:
■;
 

-
 
‘
 
-
 

. 

、

.
+ 
•

は
、
こ
の
方
向
に
進
む
べ
き
で
あ
る
と
確
信
す
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
て
述
べ
る
、こ
と
に
し
よ
う
。

.

... 

..

.V  . -
 

. 

• 

• 

•
 

■ 

»
 

'
 

-
 
. 

- •
 

•.

附
記
本
搞
は
、
昭
和
ニ
六
¥
十
一
月
に
開
他
さ
れ
た
昭
和
ニ
六
苹
度
观
論
經
濟
舉
會
の
硏
究
報
带
を
發
M
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
你
數
式
の
變
形 

.
:等
に
っ
：楚

铤

應
_
塾
大
學
副
手
餍
崎
谣
君
；に
多
大
：の

.助
カ
を
受
け
た
'こ
と
に
關
し
、
感
謝
0

■
:;
,
.
:賃

銀

指

數

の

意

味

と

：算

定

：
：

.

■
V
:

..—

*
 

. 

-
7
 
■
 

..
 

-
 

.

.
‘
へ
.

-
•

.

.

.■ . 

一..
:.

勞
働
の
價
格
水
维
測
定
の
爲
■の

賃
銀
指
數
の
算
定
は
.一'般
に
賃
銀
支
拂

總
額
を
货
較
す
る
と
と
に
ょ
つV

行
は
れ
る
。
.
.:;
,
-パ

,

V ;

然
る
ー
に
勞
働
ゆ
他
の
資
本
材
と
共
に
生
產
雙
素
々
ー
種
之
考
：
へ
ら
办
、

. 

勞

働

賃

銀

の
.變

化

は

他

の

生

產

要

素

：の

.
^
の̂

變

磡

と

相

俟

：っ

.て
當
：然
そ

：： 

の
需
要
贲
を
歡
化
せ
U
め
る
.で
あ
6
;̂

か
.ら
、
'勞
働
の
慎
将

1

賃
銀
卜
.の
' 

變
動
だ
ホ
を
獨
立
に
扱
.つ
.
.
て

賃

銀

指

數

を

構

成

す

る

こ

と

は

果

し

て

適

當 

.'.
で
^

ら:.
5

か
:-
0
.
;'
'

'

へ
:'
.
:
:

:.
:
-
.

:

.

.■:
'
':
■'

: 

ノ
.- 

,-
ぃ

企

業

者

(

|
舷

に

，國

挞

經

濟

に

於

が

右

也

糜

赏

琺

者

〕

：.の
|立
瘍
が
ぢ
賃
^̂ 

銀

水

準

：の

判

定

を

行

は

〜

と

す

る

時

、
大

規

模

な

，資

本

設

備

が

比

較

的

^

.擻
の
氤
用
に
ょ
っ
て
：

 
一fe
0
生
產
額
を®

す
る
な
ぢ
ぱ
、ハ
比
較
的
高
ぬ 

.賃
^

炎̂
業
渚
ぬ
^

"

左̂
程
痛
苦
を
與
.へ
る
^:
:
の
^
は
众
>
龙
ぁ
.̂
ぅ
：
 

し
、
又
極
货
低
賃
銀
1
資
本
說
備
が
過
少
で
あ
：れ
ば
逆
の

#

!

生̂
む
：
. 

，.場

合
-^
優

に

あ

り

ぇ

ょ

ぅ

ヶ

と
'
'
.
V

)

フ

:

一
：
：
|

に
'>
;
賃

銀

指

數

：は
.'
'
*他
の
生
簏
要
素
の
價
格
變
化
へ(

延
：
い
で
は
；
そ

. 

の
憤
格
指
数
の
變
#

: ,
■•

と
の
：關
連
に
於y

是
t
計
算
す
る
こ
と
が
妥
當
で

、

货
鈒
指
數
の
湓
味
と
笕
定 

‘

.

.

:

あ
る
'七
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
消
息
を
明
忆
す
る
た
め
に
は

:■'
:
更
に
®

指
數
の

.一

殷
的
な
意
味
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
.
.
'

■

 

.

 

.

.

 

■  

;  

:  

.  

.

!
.
'

,
.

....

-.

...
'..

 
'
へ：

''
 

■?;
'■

•. 
/
:

:
. 
-
*.
■.

' 

—  

'■■. 

'
 

' 

.
■
、

. 

.

.

■

ゾ
.經
濟
の
_
事
^
は

貨

幣

單

位

，に
.銮

い

て
^

^
れ
る
が
、
.周
知
め
通
り
ご 

.の
單
位
は
0
0'
-8
單
位
の
や
5-
な
.不
變
の
尺
度
で
は
.な
い
。
從
つ
て
經
濟 

'

事
象
測
定
ぬ
た
.め
_に

は

貨

幣

單

位

と

い

ふ

見

掛

上

の

尺

度

と

な

る

甚

準

七 

,
な
る
べ
き
尺
度
と
，の
間
の
對
應
關
係
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
關 

へ
係
わ
規
定
す
る
-̂
:
の
が
.物
價
指
齡
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
：
.'
:

.
,

.
例
ぇ
ば
生
產
國
民
所
得
：の

.浙

握

：の.：た
め
：に
生
產
函
數
夂
測
贫
を

.好
ふ
場
：
 

ベ
合
、
，葡

數

の

決

定

ヒ

用

：ひ

_
れ
'?
)
賛
料
が
時
系
列
で
與
へ
^
れ
て
い
.
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